
生命領域学際研究センター

筑波大学
University of Tsukuba

Life Science Center of
Tsukuba Advanced Research Alliance



　筑波大学 生命領域学際研究センター（Life 

Science Center of Tsukuba Advanced 

Research Alliance）は、生命領域における学際

研究を推進するものとして、平成22年10月1日

に新しくスタートを切りました。

　生命領域学際研究センターは、学際領域に

おける新しい学問分野の開拓および国際的な

最先端研究を行い、新しい重要な基礎研究領

域を活性化させ、それを開拓し発展させること、

および研究成果を積極的に社会へ還元するこ

とを目指した、元学長・江崎玲於奈先生が御発

案の先端学際領域研究センターを前身として

います。

　平成21年4月から、「先端学際領域研究セン

ター次期中期計画検討ワーキンググループ（委

員長・赤平研究担当副学長）」のもとでＴＡＲ

Ａセンターに関する改組の検討が行われまし

た。平成21年11月1日、2日の2日間に行われま

した外部評価では、物質科学や情報科学等関

連の研究分野と協力し、生命領域に研究の方

向性を明確化することの重要性が議論されまし

た。さらに検討が重ねられ、平成22年3月18日

の教育研究評議会において、ついに生命領域

学際研究センターへの改組が認められました。

　その底流には20世紀から21世紀にかけて生

命科学分野に大きな新しい流れと発展が世界

中で起きてきたことがあります。その1つはヒト

を始めとする多くの生物の全ゲノム解読と幹細

胞研究の発展、クローン動物作製の技術、遺伝

子組換え技術、エピゲノムやオーミクスの測定

技術開発、分子イメージング、タンパク質の構造

解析とその機能の解明などの科学面の技術の

発展があげられます。また社会的にも地球温暖

化問題と生物多様性の減少、少子高齢化、生殖

医療問題、脳と心のあり方など多くの問題の提

起がなされています。これらはまさに生命科学

と直結する極めて重要な問題であり、この生命

領域学際研究センターでも取り組むべき課題

と考えています。

　そのような問題の解決のために生命領域学
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際研究センターでは、生物・生命の基礎科学を

充実させ、活性化を図り、基盤をしっかりと築

き、そこから新しい課題を発展させ、その成果

を積極的に活用し、社会へ還元して社会の期待

に呼応できる研究の取り組みをしていきたいと

思っています。

　そのためにはこのセンター内の従来の各プ

ロジェクトの間に見られた壁をできるだけ低く

して、お互いに研究について自由討議し、相互

がもつ特性を生かしながら協力して新しいユ

ニークな研究として発展させていく仕組みを構

築し、若手が自由な発想のもとにオリジナルな

研究ができる体制を作り、国際的視野を持つ一

流の研究者を育てることもやっていくつもりで

す。そのためには学内の多くの先生方の協力も

是非お願いしたいと思っています。

　また、このセンター内には最先端の分析機器

を集結させ、学内外の研究者にも広く利用して

いく共同研究体制も作っていく予定です。

　更に、生命領域学際研究センターでは、先ず

センター内の生命科学研究を強化して、国際的

な情報発信力を高め、学内から筑波研究学園

都市へ、そして国際的に存在感のある新生ＴＡ

ＲＡセンターとして活動を広げていきたいと考

えています。

　生命科学領域は従来の医学、生物学、農学、

薬学、健康科学という縦割りの生命科学から、

それらの分野を単に結合させて連携するだけ

でなくそこに人と生物と社会をきちんと見据え

て、人間総合科学や人文学や社会学、芸術、教

育学など様々な分野が互いに融合した、国際先

端の生命領域学際研究センターとして発展さ

せていきたいと思っています。そのために、大学

執行部の先生方や、学内の多くの先生方のご

協力をいただきながら、更に学外の研究所や

企業と連携し、新生ＴＡＲＡセンターは生命科

学研究を横糸として、多様な分野との融合を縦

糸として紡いでいき、柔軟かつ弾力性に富む生

命領域研究を開拓していきたいと考えていま

す。



生命の応答と変換

TARAセンターでは、時空間生命制御、生命情報機能、総合人
間科学、新物質創製、ナノロジー、マルチメディア情報の各研
究アスペクトを中心に、独自の研究を発展させて参りました。
生命系はTARAプロジェクトと深く連携して、国際的に高く評価
される共同研究が展開されています。特に、生体分子を化学
的に捉えることや、生体信号を情報変換することで生命機能
を測定するなど、生命系と物質系や情報系の融合研究も深化
しつつあります。そこで、６つのアスペクトを『生命の応答と変
換』の１つに統合し、最先端の生命科学研究を推進すると共
に、多様な学問分野との融合を図りつつ、新しい学際研究の
拠点形成を目指します。また、「知の深化（＝独創的研究の展
開）」と「知の活用（＝新たな社会的価値の創出）」の軸に加え、
「知の萌芽（＝若手研究者の育成）」の新機軸を打ち出し、専任
教員は学類・大学院を担当し、積極的に学生・大学院生を受け
入れています。
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筑波大学  生命領域学際研究センター
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☎029-853-6082　FAX029-853-6074
E-mail: tara@tara.tsukuba.ac.jp
http://www.tara.tsukuba.ac.jp

［つくばエクスプレス(TX)］
「秋葉原」駅から「つくば」駅まで最速45分。
つくばセンター６番バス乗り場から「筑波大学中央」行き、または「筑波大
学循環（左回り・右回り）」に乗車、「TARAセンター前」又は「第二エリア前」
下車。

［JR常磐線］
「上野」駅から約１時間、「水戸」駅から約50分。
「土浦」駅からは、２番バス乗り場から「筑波大学中央」行き。
「荒川沖」駅からは、東口バス乗り場から「筑波大学中央」行き。
「ひたち野うしく」駅からは、２番バス乗り場から「筑波大学中央」行き。
「TARAセンター前」又は「第二エリア前」下車。

［高速バス］
東京駅八重洲南口から「筑波大学」行き乗車、約75分。
終点「筑波大学」バス停下車。徒歩約10分。
または、東京駅八重洲南口から「つくばセンター」行き乗車。
つくばセンター６番バス乗り場から「筑波大学中央」行き、または「筑波大
学循環（左回り・右回り）」に乗車、「TARAセンター前」又は「第二エリア前」
下車。

［自動車］
常磐自動車道桜土浦l.C.下車、筑波方面へ左折、大角豆交差点を右折して
県道55号線（東大通り）を北上、筑波大学中央口左折。(桜土浦l.C.から約８.
5km)
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平成   4年   4月　　江崎玲於奈学長就任
平成   4年   5月　　TARA構想（研究審議会了承）
平成   5年   1月　　TARAセンター準備室として科学技術相談室の設置
平成   5年 10月　　TARAセンター設置準備委員会発足
平成   6年   5月　　TARAセンター設置（文部省令12号）
平成   6年   7月　　村上和雄センター長就任
平成   8年   8月　　TARA研究棟（A棟）完成
平成 10年   3月　　TARA研究棟（B棟）完成
平成 10年   4月　　北原保雄学長就任
平成 10年   4月　　古川尚道センター長就任
平成 12年   4月　　後藤勝年センター長就任
平成 16年   4月　　国立大学法人筑波大学を設置
平成 16年   4月　　岩崎洋一学長就任
平成 16年   4月　　瀧田宏樹センター長就任
平成 18年   4月　　深水昭吉センター長就任
平成 21年   4月　　山田信博学長就任
平成 22年 10月　　浅島誠センター長就任
平成 25年   4月　　永田恭介学長就任
平成 28年   4月　　花岡文雄センター長就任


